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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業機関である一般財団法人日本規格

協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業大臣が制

定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 Z 3199：2025 
 

鉛フリーはんだ対応はんだこて試験方法 
Test method for soldering iron corresponding to lead-free solder 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉛フリーはんだを使用した手はんだ付（マニュアルソルダリング）及び自動はんだ付に使

用する，電気はんだこての試験方法について規定する。 

2 引用規格 
JIS B 1111 十字穴付き小ねじ 

JIS C 1602 熱電対 

JIS C 3306 ビニルコード 

JIS C 60068-2-20 環境試験方法－電気・電子－第 2-20 部：試験－試験 Ta 及び Tb－端子付部品のは

んだ付け性及びはんだ耐熱性試験方法 

JIS C 60068-2-69 環境試験方法－電気・電子－第 2-69 部：試験－試験 Te/Tc：電子部品及びプリント

配線板のはんだ付け性試験方法（平衡法） 

JIS C 6484 プリント配線板用銅張積層板－耐燃性ガラス布基材エポキシ樹脂 

JIS Z 3001-3 溶接用語－第 3 部：ろう接 

JIS Z 3282 はんだ－化学成分及び形状 

JIS Z 3283 やに入りはんだ 

JIS Z 8704 温度測定方法－電気的方法 

WES 0011 マイクロ接合用語 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS Z 3001-3 及び WES 0011 による。 

3.1 
平衡法 

ウエッティングバランス試験機を用いて，ぬれ試験片に作用する垂直の力を時間の関数として測定する

方法 

3.2 
真の実効値（TRMS） 

交流の実効値（RMS）の波形を正弦波に換算して表示する値 
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注釈 1 実際はさまざまな原因で波形が乱れる場合が多く，この乱れた波形を正弦波に換算している。 

4 はんだこて熱回復試験方法 

4.1 方法 

4.1.1 試験装置 図 1 に示す試験基板を製作し，温度計を設置する。試験基板の長さを L，幅を W，厚さ

を T，試験基板上に形成する穴のピッチを P 及び使用する小ねじの呼びを M と定義する。L は 60 mm
以上，W は（4P＋50） mm 以上，T は 1.6 mm 及び P は表 1 に規定する値とする。M=1，2，3，4，5，
6，8 mm に対応したいずれかの穴を試験基板上に一列に 5 個開ける。各々の穴には，図 1 のように熱

電対を小ねじと平座金，試験基板及び六角ナット 1 種で挟み込むように取り付ける。ねじを締め付け

る際にはトルクドライバを使用して既定のトルクで締め付ける。トルクの値は表 1 に従う。熱電対の

反対側は温度測定器に接続する。なお，はんだこて先の温度を測定してもよい。ただし，熱電対は測

定に影響のない箇所に取り付けること。試験基板の下面 4 隅には小ねじ先端が試験台に触れない高さ

の支持脚を設ける。この規格では，支持脚の材質や形状については規定しない。参考として，附属書

A に試験基板の例を示すが，ねじ間のピッチ P を遵守できていれば，一つの試験基板に複数の呼び径

のねじを設けてもよい。 
 

 
図 1－試験基板及び熱電対取付け詳細図 

表 1－小ねじ径ごとの締付けトルク，小ねじ間のピッチ長さ及び予備はんだ供給長さ 

小ねじ呼び径 M 
（mm） 

小ねじ締付けトルク 
（cN･m） 

小ねじ間のピッチ長さ P 
（mm） 

予備はんだ供給長さ 
（mm） 

M1 2 20 3 
M2 6 20 5 
M3 21 20 20 
M4 49 20 30 
M5 98 30 50 
M6 167 30 100 
M8 404 30 200 

表 1 の規定値は，試験基板として問題ない範囲の値を許容する。 

 

4.1.2 小ねじ 小ねじは，JIS B 1111 に規定する黄銅製でニッケルめっき付きの十字穴付き皿小ねじ M2×
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6 mm，M3×8 mm，M4×10 mm，M5×12 mm，M6×15 mm，M8×20 mm，それぞれのサイズに対応

した黄銅製でニッケルめっき付きの六角ナット 1 種及び黄銅製でニッケルめっき付きの平座金を使用

する。また，熱容量の小さいこて先を評価する際には，ステンレス鋼製の精密なべ小ねじ M1×4 mm，

ステンレス鋼製の六角ナット 1 種及びステンレス鋼製の平座金を使用する。はんだこて先の熱容量に

合わせて，はんだが溶融する適切なサイズの小ねじを使用する。 

4.1.3 やに入りはんだ はんだは JIS Z 3282 及び JIS Z 3283 に規定する種類の Sn96.5Ag3Cu0.5 で，やに

入りはんだの線径 0.8 mm，フラックスの等級 A 級及びフラックス含有率 3%のものを使用する。 

4.1.4 フラックス ステンレス鋼製の精密なべ小ねじの初回の予備はんだ付には，表 2 に規定する高活性

フラックスを使用する。黄銅製ニッケルめっき付きの十字穴付き皿小ねじの初回の予備はんだ付には，

JIS C 60068-2-20 の表 B.1 に規定する高活性化フラックス又は表 3 に規定する高活性フラックスを使

用する。また，いずれも 2 回目以降の予備はんだ付に使用するフラックスは，JIS C 60068-2-20 の表

B.1 に規定する高活性化フラックス又は表 3 に規定する高活性フラックスを使用する。 

表 2－ステンレス鋼製の精密なべ小ねじの初回の予備はんだ付に使用する推奨フラックス組成 

成分 組成質量分率（%） 
塩化亜鉛 40±3 

塩化アンモニウム 6±2 
35%塩酸 9±1 

界面活性剤 0.3±0.1 
精製水 45±3 

 

表 3－はんだこて熱回復試験における予備はんだ付に使用する推奨フラックス組成 

成分 組成質量分率（%） 
イソプロピルアルコール 70±5 

ロジン 30±5 
臭素系活性剤 ハライド含有量 0.18±0.03 

 

4.1.5 試験基板 試験基板には，ガラス布基材エポキシ樹脂を用いる。JIS C 6484 に規定するプリント配

線板用銅張積層板 GE4F から銅箔を取り除いたものを用いてもよい。 

4.1.6 熱電対 熱電対は，JIS C 1602 に規定するクラス 1 又はクラス 2 の K 熱電対を使用する。線径は

0.2 mm とする。 

4.1.7 温度計 温度計は，JIS Z 8704 の 10.5 に規定するディジタル温度計で 5 点を測定する。 

4.1.8 前処理 小ねじの頭部には，やに入りはんだを使用して予備はんだ付を行う。この際には，フラッ

クスは 4.1.4 によるフラックスを使用する。予備はんだの供給長さは，表 1 に従う。 

4.1.9 試験対象はんだこての準備 はんだこての電源スイッチを投入する。あらかじめ，こて先温度計に

て校正されたはんだこての設定温度を 350 ℃にし，5 分間ウォームアップ運転を実施する。 

4.1.10 試験手順 試験開始前に JIS C 60068-2-20 の表 B.1 に規定する高活性化フラックス又は表 3 に規定

するフラックスを刷毛などで予備はんだ付された小ねじの頭部に塗布する。こて先表面がはんだでぬ

れている状態にし，小ねじの頭部にこて先を約 5 秒当てる。この処理を 5 個の小ねじの頭部に連続し

て行い，こて先を当てた合計時間が約 25 秒になるようにする。こて先の当て方は図 2 による。 
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図 2－こて先の当て方 

 

4.1.11 再試験 再度試験を行うときは，一旦，小ねじのはんだを除去した後，再び予備はんだ付を行う。

5 測定点の温度が室温になったことを確認し，フラックスを刷毛等で塗付し，4.1.10 の手順で試験を開

始する。 

4.2 結果の記録 

5 測定点の最大温度を記録し，それらの平均値を求める。参考として，附属書 B に実測データを示す。

また，こて先の種類，こて先の温度及び室温を記録する。 

 

 

5 はんだこて先寿命試験方法 

5.1 方法 

5.1.1 試験装置 市販のやに入りはんだ送り装置及びエアガンを設置する。この試験装置の構成例を図 3
に示す。この試験装置は，市販されているはんだ付ロボットを使用してもよい。 
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図 3－はんだこて先寿命試験装置 

 

5.1.2 やに入りはんだ はんだは JIS Z 3282 及び JIS Z 3283 に規定する種類の Sn96.5Ag3Cu0.5 で，やに

入りはんだの線径 1.0 mm，フラックスの等級 A 級及びフラックス含有率 3 %のものを使用する。 

5.1.3 試験対象はんだこての準備 はんだこての電源スイッチを投入する。あらかじめこて先温度計を用

いて校正されたはんだこての設定温度を 400 ℃にし，5 分間ウォームアップ運転を実施する。 

5.1.4 試験手順 １回のはんだ送り量を 3 mm，はんだ送りサイクルタイム 3 秒及びはんだ送り速度を 15 
mm/s に設定する。図 3 に示すように，こて先を下にし，やに入りはんだがはんだめっき面に垂直に当

たるようにこて部を固定する。やに入りはんだをこて先のはんだめっき面の中央に当たるように 10 
mm 程度離して水平に送る。こて先の設定温度は 400 ℃とする。こて先に付着したはんだ及びフラッ

クスははんだ送り 1 回毎に図 3 のエアガンからエアを噴出し除去する。エアガンは穴径 1.0 mm～1.5 
mm 及び圧力 0.3 MPa～0.5 MPa とし，水平から約 45 °傾いた角度にこて先から 10 mm 程度離して取

り付ける。エアを噴出するタイミングは図 4 による。 

こて先のはんだめっき面下地の鉄めっきに穴があいているかを目視で 1 時間ごとに確認し，こて先

のはんだをきれいに除去した後，試験を再開する。 
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図 4－エアブロータイミングチャート 

 

5.2 結果の記録 

穴あきを確認した時間の 1 時間前を寿命とし，はんだの送り回数を記録する。こて先の種類，こて先の

温度及びこて先の穴あき写真を記録する。評価表の記載項目は，附属書 C に例を示す。 

 

6 はんだこて先アース間の電位差及びアース間抵抗測定方法 

6.1 測定機材 

測定機材は次のものを用意する。 

a) TRMS 電圧を測定できる測定器 

b) 抵抗測定器 

c) 試験ケーブル 1 対 

d) アースケーブル 

e) 測定板 

f) はんだこて 

g) やに入りはんだ 

はんだは，JIS Z 3282 及び JIS Z 3283 に規定する組成の Sn96.5Ag3Cu0.5 で，やに入りはんだの線径 0.8 
mm，フラックスの等級 A 級及びフラックス含有率 3%のものを使用する。 

6.2 測定器等の仕様 

6.2.1 こて先アース間の電位差測定器の仕様 

 使用する測定器は，次の要件を満たすものとする。 

a) 真の実効値を測定できる TRMS 電圧計及び同等の測定器 

b) 精度は 2.0 mV 及び RMS で 10 %以内 

c) 分解能は 0.1 mV 以下 

d) 入力インピーダンスは 10 MΩ以上 

6.2.2 アース間抵抗測定器の仕様 

 アース間抵抗の測定器は，次の要件を満たすものとする。 
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a) 測定器の性能は抵抗測定電流が 8 mA 以上 

b) 精度は 5.0 Ωで 10 %以内 

c) 分解能は 0.1 Ω以内 

6.2.3 接続ケーブル 

 試験ケーブル，アースケーブル及び補助ケーブルは，次の要件を満たすものとする。 

a) 測定器付属のケーブルは，JIS C 3306 に規定する単心ビニルコード 0.75 mm2，又は素線数 30 本及び

素線径 0.18 mm のビニルコードを使用する。 

b) 試験ケーブルは，測定器側は測定器指定の接続端子とし，片側は接触抵抗 50 mΩ以下のコネクタとす

る。 

c) アースケーブルは，アース側は黄銅製の圧着端子とし，片側は接触抵抗 50 mΩ以下のコネクタとする。 

d) 補助ケーブルは，長さ約 50 mm とし，測定板側は黄銅製のめっきなし圧着端子とし，片側は接触抵抗

50 mΩ以下のコネクタとする。補助ケーブルは，測定板に黄銅製の M3 ビスナットによって固定する。 

6.2.4 測定板 

 測定板は次の仕様とする。 

a) 材質は黄銅板とし，厚さは 0.2 mm～0.5 mm とする。 

b) 測定板の形状は図 5 に示す。 
単位 mm 

 

図 5－測定板 

6.3 測定板の準備 

a) 測定板を準備し，表面の汚れ，さびなどを除去する。 

b) 測定板上に良好に接続されたはんだプールを図 6 の様に形成する。 
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図 6－測定板上のはんだプール 

6.4 汎用測定器を用いたこて先アース間の電位差測定及びアース間抵抗測定装置の準備 

a) 試験ケーブルを入力部に取り付け，アースケーブルをはんだこて制御部の電源入力部のアースピンに

取り付ける。 

b) 汎用測定器などの適切な機能及び範囲を選択する。モード切替機能のある測定器は，TRMS モードを

選択する。 

c) 測定板の温度が室温程度に下がってから，試験ケーブル赤線のコネクタを補助ケーブル 1 と接続する。

試験ケーブル黒線のコネクタを補助ケーブル 3 と接続する。アースケーブルのコネクタを補助ケーブ

ル 2 と接続する。 

6.5 試験対象はんだこての準備 

はんだこての電源スイッチを投入する。あらかじめこて先温度計を用いて校正されたはんだこての設定

温度を 350 ℃にし，5 分間ウォームアップ運転を実施する。 

6.6 汎用測定器を用いたこて先アース間の電位差測定手順 

6.6.1 一般 

 試験装置の構成は，図 7，図 8 及び図 9 に示す。 

6.6.2 試験装置の RMS レベルの測定 

汎用測定器などの電源スイッチを投入する。汎用測定器などでの測定値 V1 を記録する。これが試験装置

の RMS レベル V1 である（図 7 参照）。 
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図 7－こて先アース間の電位差及びアース間抵抗校正用結線図 
 

 

図 8－こて先アース間の電位差及びアース間抵抗測定用結線図 
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6.6.3 こて先アース間の電位差測定 

a) 図 7 の補助ケーブル 2 及び 3 から試験ケーブル黒線及びアースケーブルを外し，試験ケーブル黒線と

アースケーブルとを図 8 のように接続する。 

b) はんだこて先にやに入りはんだで予備はんだを行い，こて先を試験板のはんだプールの箇所にしっか

りと押し当てる。測定中は約 20 秒間測定対象を動かさないようにする。 

c) 汎用測定器などでの測定値 V2 を測定し，記録する。約 20 秒後の安定した電圧値を記録する。ただし，

変動する場合は，最高値を記録する。 

d) V=V2-V1 からこて先アース間の電位差を計算して記録する。 

6.6.4 結果の記録 

 測定報告書は被測定はんだこてについて記載し，最低限次の項目を記載する。 

a) 測定器の詳細（メーカー，型式，製造番号等） 

b) 試験装置（図 7）の RMS レベル V1 

c) 試験装置（図 8）の RMS レベル V2 

d) はんだこて先アース間の電位差 V 

6.7 汎用測定器を用いたこて先アース間抵抗測定手順 

6.7.1 試験装置の抵抗の測定 

抵抗計などの電源スイッチを投入する。抵抗計の値 R1A を記録する。これが試験装置の抵抗 R1A である

（図 7 参照）。 

6.7.2 こて先アース間抵抗測定 

a) 図 7 の補助ケーブル 2 及び 3 から試験ケーブル黒線及びアースケーブルを外し，試験ケーブル黒線と

アースケーブルとを図 8 のように接続する。 

b) はんだこて先にやに入りはんだで予備はんだを行い，こて先を試験板のはんだプールの箇所にしっか

り押し当てる。 

c) 抵抗計の値 R2A を記録する。約 20 秒後の安定した抵抗値を記録する。ただし，抵抗値が変動する場合

は，最高値を記録する。 

d) RA = R2A - R1A からこて先アース間抵抗を計算して記録する。 

6.7.3 配線を逆にした場合の試験装置の抵抗の測定 

図 7 の接続状態から試験ケーブル赤線及び試験ケーブル黒線を取り外し，試験ケーブル赤線を補助ケー

ブル 3 に，試験ケーブル黒線を補助ケーブル 2 に接続し，このときの抵抗計の値 R1B を記録する。 

6.7.4 配線を逆にした場合のこて先アース間抵抗測定 

a) 6.7.3 の接続状態から試験ケーブル赤線及びアースケーブルを外し，試験ケーブル赤線とアースケーブ

ルとを図 9 のように接続する。 

b) はんだこて先にやに入りはんだで予備はんだを行い，こて先を試験板のはんだプールの箇所にしっか

り押し当てる。 

c) 抵抗計の値 R2B を記録する。約 20 秒後の安定した抵抗値を記録する。ただし，抵抗値が変動する場合

は，最高値を記録する。 

d) RB = R2B - R1B からこて先アース間抵抗を計算して記録する。 
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図 9－配線を逆にした場合のこて先アース間抵抗測定用結線図 

6.7.5 こて先アース間抵抗の算出 

6.7.2 及び 6.7.4 で求めた RA 及び RB から，こて先アース間抵抗の値を R = ( RA + RB ) / 2 の式により算出す

る。 

6.7.6 結果の記録 

 測定報告書は被測定はんだこてについて記載し，最低限次の項目を記載する。記録表の記載項目は，附

属書 D に例を示す。 

a) 測定器の詳細（メーカー，型式，製造番号等） 

b) 試験装置の抵抗 R1A 及び R1B 

c) こて先アース間抵抗 R2A 及び R2B 

d) はんだこて先アース間抵抗 R 

6.8 専用測定器を用いた測定 

 測定器と測定板とが一体型の専用の測定器の使用に関しては，受渡当事者間の協定によって使用するこ

とができる。測定方法は，その機器の使用方法による。 

7 はんだこて先ぬれ性試験方法 

7.1 一般 
はんだこて先ぬれ性試験は，次のいずれか適切な方法を用いて測定する。 

a) 方法 A：線状はんだ平衡法 
b) 方法 B：はんだ槽平衡法 
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7.2 方法 A 

7.2.1 試験装置 

試験には，JIS C 60068-2-69 に規定する平衡法が評価可能な設備を用いる。この試験装置の構成例を図

10 に示す。ただし，線状はんだとはんだこて先とが安定に接触して線状はんだに作用する垂直の力を測定

できるものであれば，他のどのような試験装置を使用してもよい。 

 

 

図 10－線状はんだ平衡法構成例 

 

7.2.2 線状はんだ 

線状はんだは，JIS Z 3282 に規定する種類の Sn96.5Ag3Cu0.5 で，線径 0.5 mm のものを使用する。線状

はんだは円柱形状になるよう，10 mm～20 mm の長さに切断する。 

7.2.3 やに入りはんだ 

はんだは，JIS Z 3282 及び JIS Z 3283 に規定する種類の Sn96.5Ag3Cu0.5 で，やに入りはんだの線径 0.8 
mm，フラックスの等級 A 級及びフラックス含有率 3 %のものを使用する。 

7.2.4 フラックス 

フラックスは，JIS C 60068-2-20 の表 B.1 に規定する高活性フラックスを使用する。 

7.2.5 前処理 

はんだこての電源を入れてはんだこて先の設定温度が 350 ℃で安定した後，はんだめっき面上に 7.2.4
に示すやに入りはんだをはんだこて先のめっき面 1 mm2 に対して供給し，5 分間放置する。その後，はん

だこて先の温度を 280 ℃に下げてから，図 11 に示すように，エタノールを含浸させた産業用ワイパーに

はんだこて先のはんだめっき面を当て，矢印の方向にこすりつけることによって，はんだめっき面に供給

したはんだを除去する。はんだを除去したはんだこて先は一度電源を切って室温まで冷却し，評価に用い

る。 
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図 11－はんだこて先からのはんだ除去方法 

 

7.2.6 試験対象はんだこての準備 

はんだこてを試験装置に取り付けた後，線状はんだを適切な保持具に固定し，垂直に下げた線状はんだ

の下端とはんだこて先の中心部とが接触することを昇降させて確認し，はんだこてを固定する。試験装置

に固定したはんだこてを初期位置に戻した後，はんだこての電源スイッチを投入する。あらかじめこて先

温度計を用いて校正されたはんだこての設定温度を 350 ℃にし，1 分間ウォームアップ運転を実施する。 

7.2.7 試験手順 

保持具に取り付けた線状はんだを試験装置から取り外した後，線状はんだの下端部から長さ 5 mm 程度

を 5 秒間室温でフラックスに浸せきする。線状はんだをフラックスから取り出した後，直ちに 1 秒～5 秒

間清浄なろ紙の上に垂直に立てて過剰なフラックスを取り除く。はんだこて先の設定温度が 350 ℃で安定

した後，線状はんだを垂直に下げ，下端をはんだこて先から 10 mm±5 mm 離す。必要に応じて，下端をは

んだこて先から 2 mm～3 mm まで近づけて位置合わせを行った後，直ちに下端をはんだこて先から 10 mm
±5 mm まで引き離す。その後，保持具を試験機に吊るして 30 秒間保持する。その後，線状はんだとはん

だこて先とを 1 mm/s±0.5 mm/s の速度で 1 mm 接触させて，10 秒間その位置に保持した後，引き離す。試

験実施時に，はんだが溶融していることを確認する。 

7.2.8 結果の記録 

図 12 に示す時間間隔（A-t0），使用はんだこて，こて先形状及び室温を記録する。また A（線状はんだが

溶け始めた点）が現れない記録の形となった場合は，線状はんだをはんだこて先に保持した時間を記録す

る。良好な力対時間曲線と異常な力対時間曲線との違いについては，附属書 E に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 

t0 

A 

B 

線状はんだの減少に

よる力の差異 

力 

正 C 

負 
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記号説明 

 t0：時間測定の基準点。線状はんだとはんだこて先とが触れて加熱が開始された時間を示す。 

 A：線状はんだが溶け始めた時点を示す。 

 B：はんだのぬれによる力を示す。 

 C：測定時間の終わりを示す。 

図 12－方法 A における代表的な力対時間曲線 
 

7.3 方法 B 

7.3.1 前処理 

はんだこての電源を入れてはんだこて先の設定温度が 350 ℃で安定した後，はんだめっき面上に 7.3.4
に示すやに入りはんだをはんだこて先のはんだめっき面 1 mm2 に対して供給し，5 分間放置する。その後，

はんだこて先の温度を 280 ℃に下げてから，図 10 に示すように，エタノールを含浸させた産業用ワイパ

ーにはんだこて先のはんだめっき面を当て，矢印の方向にこすりつけることによって，はんだめっき面に

供給したはんだを除去する。はんだを除去したはんだこて先は一度電源を切って室温まで冷却し，評価に

用いる。 

7.3.2 試験装置 

試験には，JIS C 60068-2-69 に規定するはんだ槽平衡法が評価可能な設備を用いる。試験装置の構成例

を図 13 に示す。ただし，はんだ槽とはんだこて先とが安定に接触してはんだこて先に作用する垂直の力を

測定できるものであれば，他のどのような試験装置を使用してもよい。 
 

 

図 13－はんだ槽平衡法構成例 

 

 

7.3.3 はんだ 

はんだ槽中のはんだには，JIS Z 3282 に規定する種類の Sn96.5Ag3Cu0.5 を使用する。 

7.3.4 やに入りはんだ 

はんだは，JIS Z 3282 及び JIS Z 3283 に規定する種類の Sn96.5Ag3Cu0.5 で，やに入りはんだの線径 0.8 
mm，フラックスの等級 A 級及びフラックス含有率 3 %のものを使用する。 

7.3.5 フラックス 
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試験に用いるフラックスは，表 4 に示す水溶性フラックスを推奨する。 
 

表 4－水溶性フラックスの組成 

成分 組成質量分率（%） 
塩化亜鉛 7±2 

塩化アンモニウム 1.0±0.3 
ポリオキシエチレンアルキルエーテル 

（アルキル基炭素数：12-16）CAS No. 68131-39-5 
0.3±0.1 

精製水 92±2 

 

7.3.6 はんだ槽の準備 

試験前及び試験中のはんだ槽中のはんだの温度は，350 ℃±3 ℃とする。 

7.3.7 試験手順 

前処理を行ったはんだこて先をフラックスに 10 秒浸せきし，清浄なろ紙で過剰なフラックスを除去す

る。フラックスを塗布したはんだこて先を適切な保持具に取り付け，垂直につり下げて，はんだ槽面から

10 mm±5 mm 離し 30 秒間保持する。その後，はんだこて先を 5 mm/s 程度の速度ではんだ槽に 3 mm 程度

浸せきさせて，20 秒間その位置に保持した後，引き離す。はんだこて先のはんだめっき長さが 3.0 mm 以

下と短い場合，ゼロクロスせず，ぬれ上がらないことがあるので注意が必要である。力対時間曲線の例を

附属書 F に示す。 

7.3.8 結果の記録 

図 14 に示すゼロクロスタイム，最大ぬれ力，使用はんだこて，こて先形状，浸せき深さ及び室温を記録

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号説明 

t0：時間測定の基準点。溶融はんだとはんだこて先が触れて加熱が開始された時間を示す。 

 A：溶融はんだがはんだこて先にぬれて昇り始める時点を示す。 

B：波形とゼロラインとが交差する時点を示す。 

 C：規定する浸せき時間中に到達するぬれ力が最大になる時点を示す。 

 D：規定する測定時間の終わりを示す。 

図 14－方法 B における代表的な力対時間曲線 

t0 

A 

B 

力 

正 
D 

負 

C 
ゼロクロスタイム 

最大ぬれ力 
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附属書 A 
（参考） 

はんだこて熱回復試験基板の一例 

A.1 はんだこて熱回復試験基板の一例 
この附属書には，熱回復試験基板の一例を示している。小ねじ間のピッチ P が表 1 の値を遵守している

ならば，図 A.1 に示す複数種の呼び径の小ねじを固定した試験基板を作製し，使用してもよい。その際，

異なる呼び径の小ねじ間のピッチは 30 mm 以上あることが望ましい。図 A.1 に示す試験基板では，異なる

呼び径の小ねじ間のピッチは 40 mm としている。熱電対は試験基板裏面で束ね，試験基板の各部に設けた

穴から熱電対を表面に出し，平座金と試験基板との間に固定している。 

図 A.1－熱回復試験基板の一例 
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附属書 B 
（参考） 

はんだこて熱回復試験の実測データ 

B.1 はんだこて熱回復試験の実測データ 

この附属書に記載する例は，実際の測定に基づいている。図 B.1 に，はんだこて熱回復試験の実測デー

タを示す。試験基板には，黄銅製でニッケルめっき付きの十字穴付き皿小ねじ M2×6 mm を 5 個取り付け

ており，それぞれについて予備はんだ付を行っている。はんだこての先端を小ねじの頭部に対して 5 秒ご

とに連続して接触させ，十字穴付き皿小ねじに取り付けられた熱電対によって温度を測定している。これ

によって，5 測定点の最大温度を記録し，平均値を求めている。 

 

 

図 B.1－はんだこて熱回復試験の実測データ 
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附属書 C 
（参考） 

はんだこて先寿命試験方法の特性評価表の一例 

C.1 はんだこて先寿命試験方法の特性評価表の一例 

この附属書に記載する例は，実際の測定に基づいている。表 C.1 に，はんだこて先寿命試験方法の特性

評価表の一例を示す。また，図 C.1 には試験終了の基準となる穴のあいたはんだこて先の写真例を示す。

表 C.1 に示すように試験条件を記録するとともに，試験後のはんだこて先の写真も記録しておくことが望

ましい。 

 

表 C.1－はんだこて先寿命試験方法の特性評価表の一例 

試験材料・試験条件 
はんだ組成 Sn96.5Ag3Cu0.5 （JIS Z 3282 及び JIS Z 3283） 
フラックス等級 A 級 
フラックス含有率（%） 3 
はんだ線径 （mm） φ1.0 
一回のはんだ送り量 （mm） 3 
はんだ送り速度 （mm/s） 15 
はんだ送りサイクル時間 （s） 3 
はんだこて先温度 （℃） 400 
エアクリーニングの有無 あり 
試験結果 
穴があいた 1 時間前のはんだ送り回数 （回） 28 379  
穴があくまでに要した時間 （時間） 39.42 

 

 

 

図 C.1－試験後のはんだこて先写真例 
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附属書 D 
（参考） 

はんだこて先アース間の電位差及びアース間抵抗測定のデータ記録表 

D.1 はんだこて先アース間の電位差 

汎用測定器を用いたはんだこて先アース間の電位差の測定の際は，表 D.1 に示す記録表のように各 RMS
レベルも併せて記録することが望ましい。 

注記 “はんだこて先アース間の電位差”は，JIS C 61191-1:2021 の A.3 e)に規定されている“はんだこ

て先から接地点への漏えい電圧”と同じ意味であり，交流の実効値で 2 mV を超えてはならないと

規定されている。 

表 D.1－はんだこて先アース間の電位差測定のデータの記録表の一例 
実測項目及び計算 測定値 
試験装置の RMS レベル V1 （mV）  
試験装置の RMS レベル V2 （mV）  
こて先アース間の電位差 V 
V=V2-V1 （mV） 

 

D.2 アース間抵抗測定 

汎用測定器を用いたはんだこて先アース間抵抗の測定の際は，表 D.2 に示す記録表のように各種抵抗値

も併せて記録することが望ましい。 

注記 “はんだこて先アース間抵抗”は，JIS C 61191-1:2021 の A.3 d)に規定されている“はんだ付け装

置のはんだこて先と作業台の接地点との間の電気抵抗”と同じ意味であり，5 Ωを超えてはならな

いと規定されている。 

表 D.2－はんだこて先アース間抵抗記録表の一例 
実測項目及び計算 測定値 
試験装置の値 R1A （Ω）  
試験装置の値 R1B （Ω）  
試験装置の値 R2A （Ω）  
試験装置の値 R2B （Ω）  
こて先アース間抵抗 RA 
RA=R2A-R1A （Ω） 

 

こて先アース間抵抗 RB 
RB=R2B-R1B （Ω） 

 

こて先アース間抵抗 R 
R=(RA+RB)/2 （Ω） 
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D.3 はんだこて先アース間の電位差及びアース間抵抗専用測定器 

専用測定器は，こて先アース間の電位差及びアース間抵抗を自動で計算し測定する。専用測定器の例と

して，図 D.1 に示す装置がある。 

 
図 D.1－はんだこて先アース間の電位差及びアース間抵抗専用測定器 
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附属書 E 
（参考） 

はんだこて先ぬれ性試験（方法 A）の実測データ 

E.1 線状はんだ平衡法の力対時間曲線例 

この附属書には，線状はんだ平衡法の実測データを示している。図 E.1 には，はんだこてに対する各ぬ

れ状態における力対時間曲線の測定データを示し，力対時間曲線の良否判定の基準及び力対時間曲線に影

響を与える要因を記載している。 

 
ぬれの状態 力対時間曲線 

良好なぬれ 

 

遅いぬれ 

 

不規則なぬれ 
（ぬれが遅く，位置がずれてぬ

れる） 

 

不ぬれ 
（ぬれずに，こて先からはんだが

ずれる） 

 

図 E.1－力対時間曲線の実測データ  
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附属書 F 
（参考） 

はんだこて先ぬれ性試験（方法 B）の実測データ 

F.1 浸せき深さを変化させたときのはんだ槽平衡法の実測データ 

この附属書には，はんだこて先のはんだめっき長さが短い場合の浸せき深さの変化に関するはんだ槽平

衡法の実測データを示している。試験に使用したはんだこて先には，長さ 3.0 mm のめっきが施されてい

る。はんだこて先を 5 mm/s の速度で，はんだ槽にそれぞれ深さ 1.0 mm，1.5 mm，2.0 mm 及び 2.5 mm 浸

せきさせて，20 秒間その位置に保持した後に引き離し，力対時間曲線を取得している。図 F.1 に各浸せき

深さにおける力対時間曲線のデータを示す。この力対時間曲線を基づいてゼロクロスタイム及び最大ぬれ

力を測定する。表 F.1 にゼロクロスタイムを，表 F.2 に最大ぬれ力の測定データをそれぞれ示す。これよっ

て，浸せき深さが小さいとぬれ上がらず，また，浸せき深さが大きいと最大ぬれ力が小さくなる。そのた

め，実際に測定する際は，浸せき深さをめっき長さの半分とすることを目安にする。また，結果を記録す

る際には，浸せき深さを記録する。 

 

 

表 F.1－ゼロクロスタイムの測定データ 

浸せき深さ （mm） 1.0 1.5 2.0 2.5 
測定 1 回目 （s） 1.86 2.99 4.18 4.79 
測定 2 回目 （s） 2.04 2.83 5.12 3.71 

平均 （s） 1.95 2.95 4.65 4.25 

 

 

表 F.2－最大ぬれ力の測定データ 

浸せき深さ （mm） 1.0 1.5 2.0 2.5 
測定 1 回目 （mN） 1.60 1.33 0.85 0.72 
測定 2 回目 （mN） 1.60 1.49 1.07 0.72 

平均 （mN） 1.60 1.41 0.96 0.72 
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浸せき深さ（mm） 力対時間曲線 

1.0 

 

1.5 

 

2.0 

 

2.5 

 

図 F.1－力対時間曲線の実測データ 
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